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平成２４年１０月２日 

各      位 

会 社 名  株式会社共同紙販ホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 郡司 勝美 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９８４９） 

問合せ先  

取締役常務執行役員管理本部長 木村 純也 

電  話 ０３－５８２６－５１７１ 

平成２５年３月期第２四半期の投資有価証券評価損に関するお知らせ 

「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認められない

ものについて、平成２５年３月期第２四半期において減損処理による投資有価証券評価損を計上する必要が生じ

ましたのでお知らせします。 

記 

１． 平成２５年３月期第２四半期における投資有価証券評価損 

 個別 連結 

(Ａ)平成２５年３月期第２四半期会計期間（平成２４年７月１日から平

成２４年９月３０日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 
１０１百万円 １０１百万円

 
(イ)平成２５年３月期第２四半期累計期間（平成２４年４月１日か

ら平成２４年９月３０日まで）の投資有価証券評価損の総額 
１０１百万円 １０１百万円

 

(ロ)直前四半期（平成２５年３月期第１四半期）累計期間（平成２

４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）の投資有価証券

評価損の総額 

－百万円 －百万円

※四半期における有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 
※当社の決算期末は、３月３１日です。 

 

○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合 
 

 個別 連結 

(Ｂ)平成２４年３月期末の純資産額   ２，９０８百万円 ２，８６９百万円 

 （Ａ／Ｂ×１００） ３．５％ ３．５％ 

 （イ／Ｂ×１００） ３．５％ ３．５％ 

(Ｃ) 最近５事業年度の経常利益の平均額 ９４百万円 ９４百万円 

 （Ａ／Ｃ×１００） １０７．０％ １０７．０％ 

 （イ／Ｃ×１００） １０７．０％ １０７．０％ 

(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益の平均額 ３７百万円 ３２百万円 

 （Ａ／Ｄ×１００） ２６７．２％ ３１４．５％ 

 （イ／Ｄ×１００） ２６７．２％ ３１４．５％ 
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２． 今後の見通し 

上記の投資有価証券評価損を平成２５年３月期第２四半期において特別損失として計上する予定であります。 

なお、連結および個別の平成２５年３月期第２四半期累計期間および通期業績予想につきましては、他の要因も

含め修正が必要と判断される場合には、速やかに公表いたします。 

 
以 上 


